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今年もあと２週間ほどで終わろうとしています。皆さんにとってはどのような１年だったでしょうか。５月に平成から令和へ変わった
こと，台風などにより全国各地で大きな被害が出たこと，ラグビーワールドカップで日本中が沸き立ったことなど，今年もたくさんの出
来事がありました。鹿田小学校では，授業や家庭学習，係活動や掃除，委員会の仕事など，一人一人の子どもたちが自分のすべきことに
きちんと取り組み，着々と力をつけてきました。また，運動会や発表会，校外学習，山の学校，海の学校，修学旅行などたくさんの学校
行事の中で，子どもたち一人一人が力を発揮し，成長していく姿を見ることができました。これから迎える年末年始。慌ただしい中では
ありますが，家族みんなで今年１年間を振り返り，来年の新たな目標を考える，そんな時間をもっていただければと思います。

今年１年間，子どもたちをしっかりと支え，励ましてくださった保護者の皆様，温かく見守ってくださった地域の皆様に感謝申し上げ
ます。ありがとうございました。来年もどうぞよろしくお願いいたします。

来る令和２年も皆様にとってよい年になりますように

給食の話
「皆さんは，『食品ロス』という言葉を聞いたことがあり

ますか？これは，まだ食べることができるのに捨てられてし
まう食べ物のことで，１年間に日本全体で６４３万トン。こ
れは一人分の量に直すと１年間に５１㎏，毎日お茶碗１杯分
のご飯を日本中のみんなが捨てているのと同じ量になるのだ
そうです。」放送朝会で子どもたちにこのようなお話をしま
した。

鹿田小学校の子どもたちは，給食室の先生方が一生懸命作
ってくださった給食を残さず食べようと，毎日しっかり食べ
ることができているので，給食の残りはずいぶん少ないので
すが，それでも，まだ捨ててしまわなければならない食べ物
がたくさんあります。そこで，給
食室の先生が右のような掲示物を
作り ，「あと一口 食べてみよう」
と呼びかけています。人によって
好き嫌いもあり，食べる量も違っ
ていると思いますが，あと一口食
べてみようという気持ちで取り組
んでほしいと思います。捨ててし
まわなければならない食べ物が少しでも少なくなるといいで
すね。

絵はがきコンクール～６年～
西法人会が実施した「絵はがきコンクー

ル」に６年生が応募しました。応募者数の
多い学校に贈られる「学校賞」を５年連続
で受賞したので，今回「特別表彰」をいた
だきました。「学校賞」として，表彰状とド
ッジボール，「特別表彰」として，表彰状と
棒磁石をいただき，６年生の代表が受け取りました。
棒磁石は，クラスカラーで８本ずつ。６年生の各教
室で使わせていただいています。ありがとうござい
ました。

学校医の藤原先生 永年勤続で表彰
学校医である藤原先生が，この度岡山県教育委員会から「岡

山県教育関係功労者表彰」をお受けになり，先日表彰状をお
届けしました。藤原先生は，鹿田小学校の学校医を２５年間
も続けてこられました。長い間あり
がとうございます。「学校の内科検
診で藤原先生に診てもらった。」と
いう保護者の方もいらっしゃるので
はないでしょうか。これからも，鹿
田小学校の子どもたちの健康を見守
っていただきたいと思います。おめ
でとうございました。

親子ｄｅ運動教室
１１／３０ファジアーノから３名の

コーチにおいでいただき，親子での運
動教室を行いました。１時間３０分ほ
どの短い時間でしたが，ボールを投げ
上げてとる，足の間で挟むなどいろい
ろな動きに挑戦したり，サッカーのミ
ニゲームをしたりしました。子どもたちとおうちの方の笑顔と笑い声
いっぱいの，とってもすてきな時間になりました。

避難訓練（不審者対応）・防犯教室
岡山西警察署より，スクールガードリーダーの方に来ていただき，

不審者が教室に侵入してきたとき，担任や子どもたちはどのように対
応すればよいのかを教えていただきました。訓練は，「包丁を持った
不審者が教室の前側のドアから侵入。担任はインターホンをはずした
り，笛を吹いたりして異変を知らせる。担任は不審者の行動を机やい
すなどを使って制御しながら，子どもたちを隣の教室へ誘導。そこへ
駆けつけたほかの職員とともに警察の到着を
待つ。」という内容でした。訓練場所になっ
た４年Ｃ組担任の高原先生もクラスの子ども
たちもとても落ち着いて対応できていて，ス
クールガードリーダーの方からほめていただ
きました。避難訓練後の防犯教室では，「自
分の命は自分で守る。そのために一番大切な
のは，逃げること（距離をとること）だ。」
と教えていただきました。

わくわくハーモニー
１１／２７金管による「わくわくハーモ

ニー」がありました。休み時間や放課後な
どを使って練習してきた成果の発表でした。
まずは『パプリカ』に合わせて入場。金管
の子どもたちといっしょに，他の子どもた
ちも踊りました。そして『涙（なだ）そう
そう』。沖縄の言葉で「涙がぽろぽろこぼれ
落ちる」という意味だそうです。しっとり
とした雰囲気の中に，優しさを感じる演奏
でした。

３０回、
かめかめ！


